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お
知
ら
せ

お知らせ５月

日
積
浄
水
場
の

一
般
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　

第
55
回
水
道
週
間
の
期
間
中

に
、
柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

で
は
日
積
浄
水
場
一
般
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

６
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮
ま
で

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
所
要
時
間
１
時
間
程
度
） 

■
場
所

  

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団 

日

積
浄
水
場

（
柳
井
市
日
積
３
８
５
４
番
地
） 

■
内
容 

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
の

概
要
説
明
お
よ
び
日
積
浄
水
場
見

学 ■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　

事
前
に
電
話
に
て
柳
井
地
域
広

域
水
道
企
業
団
総
務
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
少
人
数
の
場

合
は
時
間
調
整
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団 

☎
０
８
２
０
（
２
８
）
５
３
３
３

第
26
回
大
島
医
学
会

公
開
講
演
会
の
ご
案
内

■
日
時　

５
月
26
日
㈰　

午
後
２

時
30
分
～
３
時
40
分

■
場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
講
演　

ま
ち
で　

み
ん
な
で　

認
知
症
の
人
を
つ
つ
む

■
講
師　

社
会
福
祉
法
人
東
翔
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
ぁ
み
り
え

ホ
ー
ム
長　

大
谷
る
み
子　

先
生

※
１
９
９
６
年
デ
ン
マ
ー
ク
日
欧

文
化
交
流
学
院
で
短
期
福
祉
研
修

を
受
け
、
現
在
ま
で
毎
年
デ
ン

マ
ー
ク
へ
赴
き
、
高
齢
者
福
祉
や

認
知
症
ケ
ア
等
を
学
ば
れ
て
い
ま

す
。
大
牟
田
市
と
認
知
症
ケ
ア
研

究
会
の
協
働
に
よ
る
認
知
症
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
や
絵
本

「
い
つ
だ
っ
て
心
は
生
き
て
い
る
」

を
作
成
し
、
小
中
学
校
で
の
絵
本

教
室
を
開
催
。
ま
た
、
徘
徊
模
擬

訓
練
等
に
取
り
組
み
、
地
域
の
中

で
認
知
症
の
人
を
つ
つ
む
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
主
催　

大
島
郡
医
師
会

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
事
業
お
よ
び
募
集
数

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
１
ユ
ニ
ッ
ト
定
員
９
人
）

※
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
介
護

保
険
班
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
３

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢 

初
心
者
講
習

会
（
前
期
）
参
加
者
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
お
年
寄
り

か
ら
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
方

も
簡
単
に
楽
し
め
、
腹
式
呼
吸
に

よ
り
様
々
な
健
康
効
果
も
得
ら
れ

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
競
技
で
す
。

■
日
時　

　

1
回
目　

5
月
25
日
㈯

　

2
回
目　

6
月
1
日
㈯

　

3
回
目　

6
月
8
日
㈯

　

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

■
会
場　

日
良
居
体
育
館

■
講
師　

　

㈳
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会

　

山
口
中
央
支
部  
内
田 

孝
志 

氏

■
定
員　

10
名　

■
参
加
費　

無
料

※
送
迎
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
お

申
し
込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
せ　

　

橘
公
民
館　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や
パートナーなどからの暴力のことです。「殴る」「蹴る」と
いった身体的暴力だけではなく、精神的暴力、性的暴力、
経済的暴力などもＤＶ被害の対象となります。ＤＶは、深
刻な人権侵害であり、決して許されるものではありません。
　山口県男女共同参画相談センターでは、電話相談のほか、
弁護士、医師等による専門相談や、一時保護、各種情報の
提供を行っています。（秘密は厳守します。）配偶者からの
暴力（ＤＶ）に関する相談は下記連絡先までご相談ください。
◆問い合わせ
○山口県男女共同参画相談センター 
　（配偶者暴力相談支援センター）
　☎０８３（９０１）１１２２（相談専用 )
○ＤＶホットライン（緊急用）　　☎ 0120（238）122
○福祉課　　　　☎０８２０（７７）５５０５
○政策企画課　　☎０８２０（７４）１００７

配偶者やパートナーからの暴力
（ＤＶ）は、一人で悩まず、相談を！

　近年、農業の担い手の減少や高齢化による労働
力の減少などにより、耕作放棄地や不作付地など
のいわゆる遊休農地が増加し、セイタカアワダチ
ソウや防風林等の雑草木が繁茂した土地が多く見
受けられます。
　特に、周辺に耕作中の農地や住宅地がある場合
は、病害虫の発生・ゴミの不法投棄・交通の妨げ
など、農作物や周辺住民の生活に悪影響が及ぶこ
とになり、周辺環境に対する配慮が必要です。
　所有者・管理者の方におきましては、周辺農地
や住民の方に迷惑が及ばないように、雑草木等の
除草・伐採（陰切り）など適正な管理を行ってい
ただきますようお願いします。

◆問い合わせ
周防大島町農業委員会（農林課内）

☎０８２０（７９）１００２

耕作を放棄した農地等の管理について
－　適正な管理をお願いします　－


